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第
一
回
定
例
村
議
会
は
、
三
月
十
一

日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
十
五
日
間
招

集
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
の
結
果
、
五
十

七
年
度
一
般
会
計
予
算
、
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
が
可
決
成
立
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
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般
会
計

國
囚
村
鯵
鷺
簗

千
円
で
、
総
額
の
三
十
九
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
前

年
度
か
ら
比
べ
て
十
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
で
六
千
八
百
九
十
八
万
九
千
円

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
地
方
交
付
税
が
四
億
七
千
万
円

で
二
十
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
昨

年
度
と
比
べ
十
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
伸

び
七
千
万
円
増
と
な
り
、
ま
た
、
国
・

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
事

業
を
は
じ
め
新
農
業
構
造
改
善
事
業
、

社
会
福
祉
事
業
な
ど
ほ
ぽ
確
実
な
事
業

に
つ
い
て
、
二
億
八
千
九
十
五
万
八
千

円
を
計
上
し
、
歳
入
総
額
で
十
七
億
六

千
三
百
八
十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
一

　　　17．6％　　　　39，7
＼　　　　　　　　　　　％

村

税

心
S
首
oo
♪
O
ω
“
十
田

命
oo
訳

　　固定資産税

　308，830千円

　　　17．5％

　　　　自動車取得税交付金34，000千円1．9％

　　　分担金及び負担金33．166千円1．9％

　　地方譲与税40，000千円2．3％

　　　繰入金50，000千円2．8％

下㍉債7似。。。千円生。％

歳入
1，763，880

　　干円

国・県支出金
280，958

　　千円
　　15．9％

地方交付税
470，000千円

　　26．7％

　
　
　
　
　
　
歳
出
の
お
も
な
も
の
を

同
固
項
目
別
に
み
る
と
、
次
の

　
　
　
　
　
と
お
り
で
す
。

　
土
　
木
　
費

三
億
五
千
四
百
二
十
五
万
一
千
円
『

　
生
活
関
連
道
路
及
び
幹
線
道
路
を
重

点
に
、
道
路
新
設
改
良
費
で
二
億
二
千

八
百
五
十
八
万
円
、
道
路
維
持
費
八
百

四
十
万
円
、
ま
た
土
地
区
画
整
理
費
と

し
て
六
千
二
百
五
十
六
万
六
千
円
な
ど

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
業
費

三
億
九
百
十
四
万
八
千
円

　
農
道
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
た
め
池

改
修
工
事
や
排
水
路
整
備
江
南
中
部
土

地
改
良
区
事
業
補
助
、
各
種
農
業
団
体

補
助
、
ま
た
、
今
年
度
は
話
し
合
い
に

よ
る
農
業
を
よ
り
充
実
す
る
た
め
、
集

落
農
業
推
進
事
業
費
を
新
た
に
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

’
総
務
　
費

二
億
五
千
八
百
五
十
五
万
六
千
円

　
こ
の
費
用
は
、
人
件
費
、
庁
舎
維
持

管
理
費
な
ど
役
場
の
機
構
全
般
に
わ
た

る
、
ふ
だ
ん
必
要
な
経
費
を
は
じ
め
、

税
務
、
戸
籍
、
選
挙
等
に
必
要
な
経
費
、

ま
た
、
文
化
祭
の
経
費
や
区
の
運
営
費

補
助
金
、
婦
人
部
の
育
成
費
補
助
金
、

交
通
安
全
に
関
係
す
る
費
用
な
ど
を
計

上
い
た
し
ま
し
た
。

　
、
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〔
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f
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教
　
育
　
費

二
億
三
千
四
百
七
万
一
千
円

　
教
育
費
で
は
、
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
な
ど
学
校
教
育
を
進
め
て
い
く

経
費
や
社
会
教
育
、
社
会
体
育
の
向
上

を
計
る
経
費
、
体
育
館
、
給
食
セ
ン
タ

ー
運
営
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

衛
　
生
　
費

一
億
六
千
九
百
七
十
五
万
三
千
円

　
村
民
が
、
健
康
な
生
活
が
で
き
ま
す
よ

う
に
、
住
民
検
診
お
よ
び
各
種
予
防
接
種

事
業
、
不
燃
物
・
ご
み
収
集
・
し
尿
処
理

な
ど
に
必
要
な
経
費
や
負
担
金
、
家
庭

雑
排
水
補
助
金
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
民
　
生
　
費

一
億
五
千
六
百
七
万
五
千
円

　
各
種
の
福
祉
事
業
を
推
進
す
る
た
め

の
費
用
お
よ
び
、
老
人
医
療
・
乳
児
医

療
・
障
害
者
医
療
な
ど
の
給
付
費
、
国

民
年
金
、
保
育
所
の
運
営
費
、
老
人
セ

ン
タ
i
負
担
金
な
ど
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。消

　
防
　
費

九
千
二
百
二
十
二
万
円

　
消
防
費
は
、
熊
谷
地
区
消
防
組
合
共

通
経
費
や
、
消
防
圃
諸
経
費
を
は
じ
め
、

消
火
栓
の
設
置
、
防
火
水
槽
の
新
設
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
費
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。
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一般会計予算
諸支出金21，130千円1．2％

商工費5，385千円0．3％
予備費2，000千円0．1％

　　　　～

がぺ

費
51
円
％

木
姻
千
ω

　
　
　
　
　
　
ワ
リ

土
3

農林水産業費
309，148千円

　　17．5％

歳出
1，763，880

　千円

総務費
258，556

　　千円
　14．7％

　　　職驚
　　　104，078　5・2％

　　　　一干円

民生費　5・9％

　156，075

　　干円
　　8．9％

衛生費
169，753

　　千円
　9．6％

　　　　　教育費
　　　　　234，701
　　　　　　　千円
　　　　　　13．3％

保健体育費68，804千円3．9％

幼稚園費51，807千円2．9％
教育総務費45，336千円2．6％

小学校費35，289干円2．0％
中学校費24，179千円1．4％
社会教育費　9，286千円0．5％、

村民1人当りに
　　　使われる予算

1人当り圃
36，967円

32，260円

26，981円

24，491円

17，714円

16，287円

10，861円

9，623円

8，881円

暉内訳
○土木費

費
費
費
費
費
費
費
他

業
纏
務
育
生
生
債
防
の

林

農
総
教
衛
民
公
消
そ

O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O
　
O

職陶喰剛陶勘恥験恥恥剛

村民1人が
　　　　負担する税

1人当り「麺亘
■内　　訳・、

　O村民税　32，445円
　○固定資産税　　32，227円

　○電　気税　　4，231円

　○たばこ消費税　　　2，974円

　○その他　1，286円

ぐ

水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
二
億
四
千
六
百
四
十
七
万
五
干
円

　
水
道
事
業
特
別
会
計
は
「
収
益
的
収

入
及
び
支
出
」
と
「
資
本
的
収
入
及
び

支
出
」
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
益
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
の
収
支
は
、
水
道
の
一
般
経
費
を

あ
ら
わ
す
も
の
で
、
収
入
は
、
水
道
使

用
料
、
受
託
工
事
収
益
、
負
担
金
、
そ

の
他
営
業
収
益
の
営
業
収
益
と
、
営
業

外
収
益
で
、
一
億
七
千
八
百
七
十
四
万

七
千
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

　
ま
た
支
出
は
、
原
水
浄
水
費
、
配
水

給
水
費
、
受
託
工
事
費
、
給
与
費
、
減

理
が
却
園
却
園
園
函
園
園
園
園
ざ
園
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
函
園

国
保
特
別
会
計

　
　
二
億
五
千
六
百
九
十
万
三
千
円

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
度
よ
り
八
・
一
三
％
増

の
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
億
五
千
六
百

九
十
万
三
千
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　
国
保
総
予
算
額
の
八
十
四
・
七
％
を

その他の収入
　4，813千円
　　2．1％

繰越金
19，240千円

　7．4％」

価
償
却
費
の
営
業
費
用
と
、
支
払
利
息

の
営
業
外
費
用
な
ど
で
、
あ
わ
せ
て
一

億
七
千
七
百
二
十
九
万
八
千
円
が
計
上

さ
れ
て
い
ま
す
。

資
本
的
収
入
及
び
支
出

　
こ
れ
は
資
本
構
成
を
あ
ら
わ
す
も
の

で
収
入
は
、
一
般
会
計
負
担
金
、
工
事

負
担
金
な
ど
で
、
四
千
四
百
五
十
五
万

円
見
込
み
ま
し
た
。
ま
た
支
出
は
、
建

設
改
良
贋
や
企
業
債
の
償
還
金
な
ど
で
、

六
千
九
百
十
七
万
七
千
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

園
園
園
ざ
函
園
園
園
園
函
園
園
函
園
園

その他の支出
　17，357千円
一　　6．9％

　歳出
　256，903

　　千円

）保険給付費
217，719干

　　84．7％

　
円

　
千
％

費
2
7
4

務
8
敏

総
鉱

占
め
る
保
険
給
付
費
に
つ
い
て
は
、
二

億
一
千
七
百
七
十
一
万
九
千
円
（
対
前

年
一
・
四
一
％
増
）
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。
予
算
の
内
訳
に
つ
き
ま
し
て
は

円
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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みなさんの

ジにいたし

題、行政に対する意見、

など投稿をお待ちしてい

総協翌講
く差熱字稟9一、1

　江南村役場／総務課　嚢

り毎月10日とします。　難
　　　　　　　　　　き　わせは　総務課広報係　　韓

電1舌（36）1521　羅

　第31回

村民卓球大会

優　勝　小原療養所

準優勝三　本

入賞した人たち
　
第
三
回
江
南
村
民
卓
球
大
会
は
、
去

る
三
月
十
四
日
村
民
体
育
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
卓
球
は
手
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
親
し
ま
れ
、
体
育
館
の
一
般
開
放

で
も
必
ず
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
今

大
会
は
、
昨
年
に
比
べ
る
と
非
常
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
れ
た
大
会
で
し
た
。

　
こ
の
大
会
の
試
合
結
果
は
、
次
の
表

の
と
お
り
で
す
。

個人戦の部
　部
賞

男子Aブロック 男子Bブロツク 女子一般

麦勝 木幹也 平山雅康 前川キミ子

準優勝 冒橋陽二 予呂茂男 塚恭子

第三位 原口健次 J・沢信之 艮岸八重子

一

団体戦の部

小
原
療
養
所

板
井
A

千

代

板
井
B

成

沢

樋
春
北

須
賀
広

ノ』・

江

川

三野

原本

∂〃ウ
辱
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
日
程
決
ま
る

　
江
南
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
で
は
、

去
る
三
月
二
十
六
日
江
南
村
役
場
に
お

い
て
総
会
を
開
催
し
、
昭
和
五
十
七
年

度
の
大
会
日
程
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
近
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ブ
ー
ム
に
乗

り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
と
し
て
発
足

（
以
前
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
）
以

来
三
年
が
経
過
、
協
会
加
入
チ
ー
ム
も

二
十
六
を
数
え
益
々
盛
ん
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
度
は
、
村
内
で
の
大
会

だ
け
で
な
く
、
対
外
的
に
も
多
く
の
大

会
が
計
画
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
度
の
主
な
大
会
は
次
の
と
拾
り

で
す
。

●
四
月
二
十
九
日
　
春
期
大
会
予
選

●
五
月
九
日
　
春
期
大
会
決
勝

●
五
月
二
ー
三
日
　
県
大
会
予
選

●
七
月
十
一
日
　
夏
期
大
会
予
選

●
七
月
十
八
日
　
夏
期
大
会
決
勝

●
八
月
　
県
北
ジ
ュ
ニ
ア
大
会

●
十
月
　
県
体
第
二
部
大
会

●
十
月
三
十
一
日
　
秋
期
大
会
予
選

●
十
一
月
七
日
　
秋
期
大
会
決
勝

●
十
一
月
　
郡
壮
年
の
部
大
会

　
長
倉
団
長
に

　
　
　
　
　
功
　
労
章

　
全
国
の
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
を
表
彰
す
る
。
昭
和
五
十
六
年
度

の
定
例
表
彰
式
は
、
去
る
三
月
三
日
東

京
の
日
本
消
防
会
館
で
行
わ
れ
、
江
南

rレ

消
防
団
長
の
長
倉
敬
三
さ
ん
（
五
十
五

歳
）
は
、
消
防
関
係
者
と
し
て
最
高
の

〃
勲
章
”
で
あ
る
消
防
庁
長
官
表
彰
の

功
労
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
長
倉
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
二
年
消
防

団
に
籍
を
置
き
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら

は
消
防
団
長
と
し
て
陣
頭
に
立
ち
、
消

火
器
の
使
用
講
習
会
の
開
催
な
ど
村
民

　
　
　
に
対
す
る
防
火
思
想
の
普
及
は

　
　
　
も
と
よ
り
、
持
前
の
指
導
力
に

　
　
　
よ
り
団
員
の
教
育
に
は
特
に
熱

　
　
　
心
で
あ
り
、
県
消
防
操
法
大
会

　
　
　
で
の
準
優
勝
の
実
績
が
物
語
る

　
　
　
と
お
り
活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
今
回
の
受
彰
は
、
こ
う
し
た

　
　
　
長
年
の
努
力
が
実
っ
た
も
の
で
、

　
　
　
今
後
益
々
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

　
　
　
ま
す
。
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税のコーナー
た
と
き
は
、

さ
い
Q

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で
期
限

後
申
告
を
し
た
り
、
決
定
を
受
け
た
り

す
る
と
、
期
限
後
申
告
や
決
定
に
よ
っ

て
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
の
ほ
か

に
、
そ
の
税
額
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の

無
申
告
加
算
税
が
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

醐劉
　
昭
和
五
十
六
年
度
分
所
得

税
・
贈
与
税
の
申
告
期
限
内

の
受
付
は
、
三
月
十
五
日
で

終
わ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
で
、
申
告
を
忘
れ
て
い

　
す
ぐ
に
申
告
を
し
て
く
だ

　
　
　
　
　
一
、

　
　
　
　
　
ρ

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
、
自

主
的
に
期
限
後
申
告
を
し
た
と
き
は
、

無
申
告
加
算
税
の
負
担
は
少
な
く
て
済

み
ま
す
。

　
ま
た
、
納
め
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額

に
は
、
納
期
限
の
翌
日
で
あ
る
三
月
十

六
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
つ

い
て
延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
併

せ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
く
わ
し
く
は
、
税
務
署
・
税
務
相
談

室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　　　へ　日　0②
1寒…ll離3

9●・。避　　　　’

誕東旅c1灘

固
定
資
産
税

　
　
課
税
台
帳
の
縦
覧

　
次
に
よ
り
、
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
な
お
、
今
年
は

土
地
・
家
屋
な
ど
の
評
価
替
え
を
行
う

年
で
あ
り
、
縦
覧
期
間
以
外
に
は
課
税

台
帳
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ

の
機
会
に
縦
覧
を
な
さ
れ
る
よ
う
お
知
、

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
　
四
月
一
日
よ
り
二
十
日
ま
で

　
　
　
休
日
を
除
く
毎
日
午
前
九
時
か

　
　
ら
午
後
五
時
ま
で
（
土
曜
日
は
正

　
　
午
ま
で
）

場
所
役
場
税
務
課

　
課
税
台
帳
の
登
録
事
項
に
つ
い
て
不

服
が
あ
る
場
合
に
は
、
四
月
三
十
日
ま

で
に
審
査
の
申
出
が
で
き
ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
役
場
税
務
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

戸

正
し
い
交
通
ル
ー
ル

　
　
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
桜
の
新
入
学
期
を
迎
え
て
、
四
月
六

日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、
全
国

い
っ
せ
い
に
、
“
春
の
交
通
安
全
運
動
”

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
数
は
、
昭
和

四
十
六
年
以
降
年
々
減
り
、
お
お
む
ね

ピ
ー
ク
時
の
半
分
に
な
り
ま
し
た
が
、

交
通
事
故
の
発
生
件
数
と
負
傷
者
数
は
、

近
年
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
死
傷
者
数

は
年
問
六
十
万
入
を
越
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
運
動
は
、
さ
ら
に
一
層
交
通

事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
、
す
べ
て
の

人
が
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
標
に
、

君
喋

　
　
　
　
才

、
　
　
　
　
面

ガ
費

や
鐸

物ざ

ノ
t
　
墨
－
一

㌧
－
鄭

◎
詮
．
．

　
　
　
鋸
一

　
　
　
　
　
　
く
、
．
『

処麟・

／

冒
／
顯

　
　
　
　
く
　
　
乱

　
　
　
　
　

筋
僑
幽

．
蝶
給

　
▽
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
交
通
事
故

　
　
防
止

　
▽
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
自
転
車

　
　
の
安
全
利
用
の
促
進

　
▽
安
全
運
転
の
確
保
、
特
に
無
謀
運

　
　
転
の
防
止

　
の
三
項
目
を
重
点
に
、
幅
広
い
国
民

運
動
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
．
　
』
　
　
　
噌
　
9

ゴ
愚
緊
　
、
瀞

　
出
題
九
段
武
宮
　
正
樹

　
白
先
　
黒
死
7
手
ま
で

　
●
ヒ
ン
ト
…
2
ノ
一
に
急
所
あ
り

○
●
○

前
号
の
正
解

〈
詰
碁
正
解
〉

臼
1
の
コ
ス
ミ
が
手
筋
で

黒
は
ダ
メ
が
つ
ま
る

一

●③
○●

5
分
で
初
段

m
分
で
2
級

②
●
●
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おしらせいちば

問い合わせは ●

詳しくは、下記に問い合わ

せてください。

役　　場（36）1525
体育館（36）5468
浄　水　場（36）4740
老人センター（36）5600
清掃センター（36）5745

磯
，

、『ノ

電話工事は予約制です 献血にご協力を 保険料がかわります

移転手続きはお早目に 日時……4月14日㈱午前10～12時 国民年金の保険料は、今月から

3月～5月は引越しが集中し、 場所…一母子健康センター 5，220円となります。

電話の移転工事が大変混みあいま
いざという時のために 国民年金の老齢、障害年金など

ノ

す。

電話工事は予約制になっており

ますので、ご予定が決まりしだい

　あなたも協力して下さい。

三種混合注射

年金給付に要する経費は、皆さん
の納める保険料と国の負担によっ

てまかなわれております。

お早目に電話局までお申し込みく
日時……4月15日㈲午後1時から 所得保障としての年金給付はそ

ださい。 場所……江南村民体育館 の年、その時代に見合った額が支

なお、土曜日は営業窓口が混雑 対象……昭和55年1月1日から55 給されるようになっておりますの

しますので、 できるだけ平常日を
年6月30日生 で、貯金等とは違い目減りするこ

ご利用されますようお願いします。 狂犬病予防接種
とはありません。

昨年七月、年金額が物価の上昇
こんなものが必要です 日時……4月19日（月）午前9時30分 率分7．8パーセント増額されまし

から午後3時まで た。それに伴い保険料も時期をず

パスポート申請 場所……村内6カ所（詳細は回覧） らして改定になった訳です。

※登録料2，100円　注射料1，700円 なお、付加保険料についてはい

一般旅券発給申請書… ・2通 ポリオ生ワク投与
ままでどおり400円です。

戸籍抄本…

住民票…一
（籠臨）：：：1霊

日時……4月23日⑨午後1時から 4月は最終納期
印鑑（ゴム印、 スタンプ印不可） 場所……江南村民体育館

官製はがき…

写真…（5×5cm、

　　　・1枚
無帽）……2枚

対象……昭和56年1月1日から56
　　　年12月31日生

　昭和56年4月から、昭和57年3
月分までの、国民年金保険料の納

運転免許証、 保険証、年金手帳の
（以上住民課） 期は、今月末日までです。

うちいずれか一っ。

渡航費用支払能力立証書類

観光旅行一旅行引受書、源泉徴収

　移動図書館来訪
期囹日　第1回　4月9日㈹

　保険料の納め忘れは、年金額に

影響するほか、年金の受給権に結
びつかなくなる場合もあります。

票、 申請者の預金通帳 第2回　5月11日㈹ 又、5月になりますと、役場で

業務渡航一出張命令証明書 第3回　6月8日㈹ 発行された納付書では、納付する

講畢粛｛皇譜蔀
　　　第4回　7月6日㈹
　　　第5回　9月3回（金）
場　所　江南村役場前庭

ことができなくなりますので、ご
注意下さい。

　なお、収入が少なかったり、病

熊谷地方庁舎一

〈県庁旅券外事課魯0488⑳2111〉

｛10：00～12：00

13：00～15：00
毎週木曜日

時　間　午後1時30分～3時
※どなたでも無料で借りられ、リ

　クエストもできます。どうぞご
　利用ください。

人がいるため生活が苦しいなどの
理由で、保険料の納付が困難なと

きは、免除の制度もありますので
国民年金係でご相談下さい。

　　　　　　　　　　　　∩

ヂロコロコじドロしロロコロロ　コロロロロロロロコロロロロロ　キ

＝　　　　　　　　　＝　　詳
i　4月の納税　i籍狸
＝　　　　　　　　　＝　　消
i国民健康保険税i圭栗

1　第1期分　　≡

＝納期………4月30日　＝

i◆みんなの税金　　　i

≡　みんなのために◆≡

～■一■■■”■””願■陶■8■畳■蟹■■■■．■■。■．’

願
書
の
受
付

※
申
込
書
の
交

　
区
消
防
本
部

　
か
ら
十
日
ま

危
険
物
取
扱
者

試
験
日
　
六
月

試
験
場
熊
谷

　
　
　
　
（
予

願
書
の
交
付

願
書
の
受
付

1部二防熊日四四定市六試で予付
四予十課谷ま月月）立日験の防及
四防二で地で十一

区
消
防
本
部
予

四
月
十
日
か
ら

日
ま
で

課
に

四
五

日
か
ら

日
か
ら
二
十

（
日
）

富
士
見
中
学
校

深
谷
市
立
体
育
館

（
テ
キ
ス
ト
代
は

別
で
す
。
）

び
受
付
は
熊
谷
地

課
に
て
四
月
一
日

予
定
。

潅
物
取
扱
責

　
　
試
験
準
備
講
習

　
　
昭
和
五
十
七
年
度
紳

　
扱
者
試
験
及
び
試
験
轍

　
の
と
お
り
開
催
さ
れ
↓

　
試
験
準
備
講
習
会

　
四
月
十
三
十
四
日
　
加

　
受
講
料
　
四
千
円

第
一
回
危
険
物
取

準
備
講
習
会
が
次

ま
す
。

試
験
と

の
お
知
ら
せ
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　　いちば諒b聴串場

埼玉県警察官募集

○採用予定人員　約115名　　　　。，‘
○受験資格　A…昭和30年4月2r＼＼

　日から昭和36年4月1日までに
　生まれた男子で、4年制大学卒
　業及び卒業見込みの者

　B…昭和30年4月2日から昭和
　39年4月1日に生まれた男子で
　A以外の者
○受付期間　5月24日（月）より6月

　11日総まで

○試験日　第1次試験（教養試験）

　7月4日（日）

　第2次試験（体力、身体検査）

　7月7日㈱
　第3次試験（人物試験）7月8
　日（尤

○試験場所　各試験とも埼玉県警
　察学校（大宮市）で行います。

○採用予定　昭和57年10月1日

（ただしAの大学卒業見込者にあ
　っては、昭和58年4月1日）
○詳しくは、熊谷警察署警務課21

　－0042内線206、又は最（
　　　　　　　　　　　　　　　　　寄りの派出所、駐在所におたず　　・

　ねください。

技能検定試験
◇実施予定職種
　○造園○金属熱処理○機械加工
　○板金○仕上げ○建設機械整備

　Oとび○左官○防水施工○貴金
　属装身具製作○塗装○写真など

◇受検申請書の受付け

　昭和57年4月15日㈱から4月26
　日（月）まで

◇実技試験
　昭和57年6月19日以後実施
◇学科試験

　昭和57年9月5日、12日、19日
　のうち1日

◇受検申請及び間い合せ
　埼玉県職業能力開発協会

　浦和市高砂3－14－21

　電話　0488－29－2801

みなさんお気付きですか？

　県の56年度事業として、江南農協前の道路（県道富田熊谷線）

のバイパス工事が行われておりましたが、このほど完成し旧道
との境の空地に江南村の村章を型取った“さっぎ’が植えられ

ました。5月にはきれいな花を咲かせて、ドライバーの目を楽
しませてくれることでしょう。

水
道
料
金
が

　
　
改
正
さ
れ
ま
す
。

　
　
五
十
七
年
四
月
検
針
か
ら

毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
水
を
供
給
し
て
い
る
水
道
事
業
の
水

道
料
金
、
お
よ
び
加
入
金
は
、
昭
和
五

十
四
年
四
月
に
改
定
さ
れ
、
そ
の
後
据

置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
企
業
債
（
借
金
）

の
償
還
金
と
利
子
、
減
価
償
却
費
、
動

力
費
や
老
朽
化
す
る
機
械
の
修
繕
費
な

ど
支
出
は
増
大
の
方
向
に
あ
り
、
水
道

料
金
の
改
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

家
庭
用
料
金
は
低
く

今
回
の
料
金
改
定
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
さ
る
一
月
、
水
道
料
金
等
審
議
会

を
開
き
改
定
案
を
審
議
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
家
庭
用
（
口
径
十
三

ミ
リ
）
は
で
き
る
だ
け
低
く
と
言
う
意

見
が
強
く
、
当
初
改
定
案
よ
り
も
百
円

安
い
九
百
円
で
答
申
さ
れ
、
三
月
定
例

議
会
で
次
の
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま

し
た
。今

後
も
な
お
一
層
経
営
の
合
理
化
、

経
費
の
節
減
で
能
率
的
な
事
業
運
営
に

努
力
し
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

加入金の改定
口　径　㎜ 加　入金　円

13 100，000

20 270，000

25 460，000

30 830，000

40 1，440，000

50 2，500，000

75 6，680，000

■OO以上 21，000，000

大
切
な
水
を

上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
．

1ケ月にっき表金料道水

　料金
口径

基本料金 従　　量　　料　　金　　1㎡

水量 料　金 11－20㎡ 21～30㎡ 31～50㎡ 51～1000ni3 1001㎡以上

13㎜ 10㎡ 900円 110円 120円 130円 150円 170円
20 10 1，500 110 120 130 150 170
25 10 2，200 110 120 130 150 170
30 20 5，000 120 130 150 170
40 20 8，000 120 130 150 170
50 30 15，000 130 150 170
75 30 27，000 130 150 170
100 50 50，000 150 170
125 50 80，000 150 170
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市鵠．．．

線引きの見直し

　
都
市
計
画
法
に
よ
る
市
街
化
区
域
と

市
街
化
調
整
区
域
の
い
わ
ゆ
る
「
線
引

き
」
が
昭
和
四
十
五
年
に
設
定
さ
れ
て

以
来
十
年
を
経
過
し
ま
し
た
の
で
、
そ

の
線
引
き
の
見
直
し
が
す
す
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

県
の
考
え
方

　
県
の
考
え
方
は
、
市
街
化
区
域
内
の

立
ち
遅
れ
て
い
る
都
市
基
盤
整
備
を
計

画
的
に
す
す
め
る
こ
と
を
先
決
と
し
、

あ
ら
た
な
拡
大
は
極
力
お
さ
え
る
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
今
回
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て

は
、
市
街
化
区
域
内
に
農
地
等
の
未
利

用
地
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ミ
ニ
開
発
に

よ
る
無
秩
序
な
市
街
地
が
形
成
劃
れ
つ

つ
あ
る
地
区
で
、
土
地
区
画
整
理
事
業

等
に
よ
る
計
画
的
な
面
整
備
が
実
施
さ

れ
て
い
な
い
地
区
に
つ
い
て
は
、
土
地

区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る
面
整
備
促
進
、

面
整
備
が
促
進
で
き
な
い
場
合
に
は
、

市
街
化
調
整
区
域
へ
編
入
（
逆
線
引
き
）

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
行
っ
て

い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
役
場
建
設
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旨
，
鷺

翻指摘地区

ぐ㌧

⊆」

農家。

べど診
森
林
の
大
敵
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松
ノ
材
線
虫
防
除
を
〃
”

　
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
被

害
は
、
西
日
本
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

発
生
し
、
昭
和
四
十
九
年
に
入
間
市
で

県
内
初
の
発
生
を
確
認
し
て
か
ら
昭
和

五
十
三
年
に
は
県
北
の
深
谷
市
ま
で
被

害
が
進
み
、
中
間
地
帯
の
本
村
に
お
い

て
も
ゲ
リ
ラ
的
に
被
害
木
の
発
生
が
見

ら
れ
五
十
六
年
に
は
確
認
さ
れ
た
も
の

だ
け
で
も
一
四
八
本
（
四
一
、
二
七
㎡
）

が
被
害
を
受
け
伐
採
焼
却
さ
れ
ま
し
た

が
、
被
害
は
年
毎
に
増
加
し
て
ま
す
。

こ
の
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
は
、
春

の
気
候
温
暖
な
時
期
に
な
る
と
、
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
付
着
し
て
他
の

森
林
へ
伝
染
し
松
の
樹
脂
導
へ
侵
入
し

異
常
繁
殖
し
樹
木
の
大
小
を
問
わ
ず
枯

死
さ
せ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い
害
虫
で
す
。

　
駆
除
方
法
は
枯
れ
始
ま
っ
て
い
る
松

を
伐
採
焼
却
す
る
の
が
良
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
材
に
つ
い
て
は
薬
（
バ
イ

サ
ン
乳
剤
三
〇
倍
液
を
材
積
一
㎡
当
り

七
～
八
リ
ッ
ト
ル
を
散
布
）
処
理
に
よ

り
利
用
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

伐
採
駆
除
の
時
期
は
四
月
上
旬
か
ら
五

月
上
旬
ま
で
が
最
適
で
す
が
遅
れ
る
と

幹
の
中
か
ら
害
虫
が
羽
化
し
脱
出
し
て

し
ま
う
の
で
効
果
は
非
常
に
薄
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
薬
品
は
役
場
産
業
課
に
用
意
し
て
置

き
ま
す
の
で
、
森
林
を
見
廻
っ
て
被
害

の
出
て
い
る
松
を
発
見
し
た
ら
早
期
防

・
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

　
　
（
体
長
ー
ミ
リ
前
後
）

　　　雄尾部　　頭部

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
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除
を
心
が
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
防
除
し
た
材
積
に
よ
り
費
用

の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
（
こ
の
場

合
、
県
の
標
準
単
価
に
よ
り
算
出
し
た

額
に
な
り
ま
す
。
）

水
田
利
用

　
　
再
編
対
策
に
、

　
　
　
　
　
ご
協
力
を
〃
“

　
昭
和
五
十
六
年
度
は
水
田
利
用
再
編

第
二
期
対
策
の
初
年
度
で
、
目
標
面
積

が
大
幅
に
増
加
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
目

標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
対
策
は
、
米
の
過
剰
と
麦
・
大
豆
・

飼
料
作
物
等
の
国
内
生
産
量
の
不
足
を

一
日
も
早
く
解
消
し
て
、
安
定
し
た
農

業
経
営
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。
五
十
七
年
度
も
積
極
的
に

転
作
に
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。
尚
、
奨
励
金
の
額
や
、
目
標

面
積
に
つ
い
て
は
前
年
と
同
様
で
す
が
、

一
部
改
正
さ
れ
た
部
分
が
あ
り
次
の
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

「
永
年
性
作
物
」
の
果
樹
、
桑
等
の
作

物
の
う
ち
桑
が
は
ず
さ
れ
て
、
桑
の
新

植
に
よ
る
転
作
は
対
象
と
な
ら
な
く
な

り
ま
し
た
』
し
か
し
、
今
ま
で
植
栽
さ

れ
た
桑
で
三
年
を
経
過
し
て
な
い
も
の

は
奨
励
金
の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
産
業
課
ま
で
問
い
・

合
わ
せ
下
さ
い
。




